
絵
ニ
ニ

、
ヲ
、

~
~
~
~
倉
豆

三
~
~
美
会

で
都
市
化
が
急
速
に
進
み
、
さ

ご
あ
い
さ
つ

ま
ざ
ま
な
課
題
を
抱
え
て
お
り

新
・
町
会
長
斉
藤
春
夫

ま
す
本
年
9
貝
よ
り
、
普
通

ゴ
ミ
収
集
が
週
2
回
に
な
り
ま

す
ゴ
ミ
の
減
量
に
協
力
す
る

と
共
に
、
夏
場
の
生
ご
み
対
策

な
ど
環
境
整
備
に
配
慮
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す

去
る
5
月
N
e
、
小
田
中
町
ま
た
、
少
子
高
齢
化
社
会
の

会
通
常
総
会
に
て
、
推
挙
、
承
中
で
、
高
齢
者
世
帯
や
ひ
と
り

認
さ
れ
町
会
長
と
な
り
ま
し
た
暮
ら
し
高
齢
者
が
増
加
し
て
い

今
ま
で
町
会
会
計
、
 
2
部
副
ま
す
大
震
災
や
災
害
の
時

会
長
と
し
て
微
力
な
が
ら
町
会
災
害
弱
者
に
対
し
町
会
と
し
て

発
展
の
た
め
協
力
し
て
参
り
ま
ど
の
よ
う
な
準
備
を
し
、
ど
う

最
後
に
、
役
員
改
選
で
、
 
H

年
ぶ
り
に
新
町
会
長
が
誕
生

そ
の
重
責
を
斉
藤
春
夫
氏
が
担

う
こ
と
に
な
り
、
一
則
任
の
志
村

勝
氏
は
名
誉
会
長
、
会
長
代
行

の
小
林
幸
悦
氏
は
相
談
役
に
就

任
し
ま
し
た

(
※
そ
の
他
の
役
員
・
委
員
は
、

別
刷
り
名
簿
を
参
照
)

最
後
に
、
町
会
よ
り
志
村
・

小
林
の
両
氏
に
花
束
が
贈
ら
れ
、

無
事
に
総
会
が
終
了
し
ま
し
た

溪
陰

、
~

一
.
'
~
~
一
"

蕃
~

~
《
容
r

会

し
た
ご
年
配
の
方
・
乳
幼
児
・

子
ど
も
・
女
性
な
ど
各
世
代
の

視
点
に
た
ち
、
不
安
の
中
で
の

避
難
所
生
活
で
、
町
会
と
し
て

ど
の
よ
う
な
運
営
を
す
べ
き
か

考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す

困
難
な
時
に
あ
っ
て
人

人
を
大
切
に
す
る
心
あ
る
町
会

に
す
る
た
め
、
日
頃
の
近
隣
の

連
帯
を
強
め
た
い
も
の
で
す

ま
ず
は
、
向
こ
う
軒
両
隣
の

清
々
し
い
挨
拶
か
ら
出
発
し
て

「
顔
が
見
え
る
町
会
に
し
て

い
き
ま
し
ょ
、
つ

最
後
に
町
会
h
事
や
活
動
に

大
勢
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ

き
な
が
ら
盤
石
な
町
会
構
築
を
.

目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す

知
゛
、
「
顔
が
見
之
3
」
町
会
に

重
要
な
役
職
に
就
き
責
任
の
重
対
応
す
べ
き
か
、
行
政
や
諸
団

圧
を
感
じ
ま
す
が
、
役
員
委
体
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
早
急

員
、
会
員
の
皆
さ
ま
と
共
に
、
に
協
議
を
重
ね
る
必
要
が
あ
り

さ
ら
な
る
町
会
の
発
展
と
融
和
ま
す
当
町
会
は
、
東
町
・
向

う

を
図
る
べ
く
努
力
し
て
い
く
所
町
と
共
に
、
聾
学
校
」
が
避

存
で
す
ご
理
解
と
ご
協
力
を
難
所
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
昨
年
Ⅱ
月
に
、
避
難
所
運
営
会

さ
て
、
当
町
会
も
人
口
増
加
議
が
新
体
制
で
ス
タ
ー
ト
し
ま

平
成
部
年
度
大
ケ
谷
戸
小
田

中
町
会
通
常
総
会
が
、
 
5
月
N

日
、
小
田
中
町
会
館
で
盛
大
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
(
写
真
)

「
開
会
の
辞
」
の
あ
と
、

小

林
町
会
長
代
行
が
あ
い
さ
つ

「
役
員
・
委
員
の
皆
さ
ん
に

は
、
日
ご
ろ
か
ら
町
会

活
動
に
ご
尽
力
を
い
た

だ
き
、
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
体
調
を
崩

さ
れ
た
志
村
町
会
長
に

代
わ
り
、
昨
年
5
月
よ

り
代
行
を
務
め
て
ま
い

り
ま
し
た
皆
さ
ま
の

ご
協
力
で
無
事
に
総
会

を
迎
え
ら
れ
る
こ
と
に

感
謝
い
た
し
ま
す
」

議
長
選
出
等
を
経
て

N
年
度
事
業
報
告
・
収

支
決
算
報
止
口
・
会
計
監
査
報

告
を
審
議
し
全
員
一
致
で
可

決
。
続
い
て
今
年
度
の
事
業
計

画
(
案
)
と
予
算
(
案
)
が
審

議
さ
れ
、
承
認
さ
れ
ま
し
た

続
い
て
6
号
議
案
「
会
則
改

正
」
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

《
質
疑
応
答
の
要
旨

【
問
】
会
則
改
正
の
中
に

ノ
イ

員
・
委
員
の
任
期
は
2
年
と

あ
る
が
、
原
則
と
し
て
2
年

と
含
み
を
持
た
せ
て
は
ど
う
か

【
答
】
原
則
論
の
含
み
を
持
っ

た
期
問
と
解
釈
で
き
る
の
で
、

原
案
の
ま
ま
に
し
た
い

【
問
】
毎
月
の
定
例
役
員
会
に

な
ぜ
「
す
み
れ
会
が
含
ま
れ

て
い
な
い
の
か

一
答
】
各
部
門
の
部
長
と
同
様
、

必
要
に
応
じ
て
参
加
す
る
よ
う

に
し
た
い
(
黒
沼
す
み
れ
会
会

長
)
。

.

,

一
一
瓢

.

.

.

.

.

.
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14年ぶりに新町会長が誕生



新
会
長
支
え
心
通
う
町
に

長
き
に
わ
た
り
、
会
員
の
皆

さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い

た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
心
よ
り

御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す

私
は
心
の
通
う
温
か
い
小

田
中
町
会
を
目
指
し
皆
さ
ま

と
ご
緒
に
、
防
災
訓
練
を
始

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を

推
進
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た

こ
の
た
び
、
斉
藤
春
夫
新

町
会
長
の
も
と
新
た
な
発
展

を
目
指
し
ス
タ
ー
ト
致
し
ま
し

た
こ
と
を
心
よ
り
お
喜
び
を
申

し
上
げ
ま
す
私
も
微
力
な
が

ら
お
^
に
一
^
た
せ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す

終
わ
り
に
、
町
会
の
ま
す
ま

す
の
発
展
と
、
会
員
の
皆
さ
ま

の
ご
健
勝
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す

勝

経
験
生
か
し
曳
葬
曼
尽
力

昭
和
妬
年
に
町
会
衛
生
部
の

役
職
を
い
た
だ
き
、
昭
和
訟
年

に
は
4
部
副
会
長
に
就
任
し
、

今
回
、
相
談
役
と
な
り
ま
し
た

す
い
こ
う

長
き
に
わ
た
り
職
務
を
遂
行
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
は

ひ
と
え
に
役
員
・
委
員
・
会
員

の
皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
理
解
と

た
ま
も
の

ご
協
力
の
賜
で
す
。
心
よ
り
厚

会

紳
を
強
く
希
望
の
第
一
歩
を

こ
の
た
び
、
 
2
部
副
会
長
と

し
て
推
挙
・
承
認
さ
れ
、
身
の

引
き
締
ま
る
思
い
を
い
た
し
て

お
り
ま
す

思
え
ば
、
玲
歳
で
、
雪
深
き

山
紫
水
明
の
地
・
津
南
町
を
後

に
し
新
潟
市
へ
そ
し
て
こ
こ

川
崎
・
小
田
中
へ
移
り
住
ん
で

諦
年
、
生
ま
れ
育
っ
た
地
よ
り 昇

き
ず
なギ

新
し
い
力
で
明
3
い
町
に

.

き
谷
片
ん

電
片
尋

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す

思
い
起
こ
せ
ぱ
、
町
会
の
節

目
で
あ
る
即
周
年
や
駒
周
年
の

記
念
事
業
に
参
画
で
き
た
こ
と
、

「
す
み
れ
会
の
発
足
に
も
関

わ
っ
た
こ
と
な
ど
^
ぎ
せ
ぬ
思

い
で
杯
で
す

こ
れ
か
ら
も
微
力
で
す
が
町

会
発
展
の
た
め
協
力
し
て
い
く

所
存
で
す

新
た
な
人
材
発
掘
に
尽
力

こ
の
た
び
、
小
林
前
副
会
長

の
後
任
と
し
て
4
部
副
会
長
の

任
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
 
A

ま
で
ス
ホ
ー
ツ
推
進
委
員
と
し

て
町
会
ス
ホ
ー
ツ
大
会
、
グ
ラ

ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
等
の
お
手
伝

い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

今
後
は
副
会
長
を
兼
務
す
る

こ
と
に
な
り
、
前
副
会
長
を
は

じ
め
4
部
の
皆
さ
ま

の
お
力
を
お
借
り
し

な
が
ら
す
べ
て
の
大

任
を
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す当

4
部
は
、
更
な
る
活
力
あ

る
町
づ
く
り
の
た
め
に
若
い
役

員
・
委
員
の
登
用
が
急
務
で
す

町
会
行
事
へ
の
積
極
的
参
加
な

ど
を
進
め
る
中
で
親
睦
を
深
め
、

人
材
発
掘
に
努
め
て
明
る
い
住

み
ょ
い
町
を
築
い
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す

今
後
の
主
な
行
事
予
定

<
平
成
舗
年
V

7
月
会
報
「
こ
だ
な
か
」
発
行

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

(
婦
)
盆
踊
り
響

(
子
)
 
N
H
K
早
朝
ラ
ジ
オ
体
操

納
涼
盆
踊
D
大
会

(
す
)
友
愛
チ
ー
ム
研
修

(
婦
)
元
り
教
室

9
月
川
崎
市
防
災
訓
練

関
讐
例
大
祭

「
警
の
日
」
お
祝
い
表
敬
訪
問

美
化
運
動

川
月
赤
い
羽
根
・
共
同
璽
活
動

(
す
)
研
祭
行

(
す
)
訊
敷
清
掃

ス
ポ
ー
ツ
大
会

グ
ラ
ン
ア
ル
ト
防
災
訓
練

Π
月
中
原
区
民
祭

防
災
訓
練

(
婦
)
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
茎

(
子
)
友
遊
ラ
リ
ー

(
す
)
歩
く
会

(
す
)
ふ
れ
あ
い
祭
D

美
化
運
動

他
月
(
す
)
蚕
訪
問

(
子
)
餅
つ
き
大
会

(
子
)
野
球
部
・
ク
リ
ス
マ
ス
会

集
夜
書
巡
回

<
平
成
部
年
V

1
月
会
報
:
し
だ
な
か
」
発
行

(
子
)
凧
揚
げ
大
会

"2
月
役
員
・
委
員
視
察
研
修

(
す
)
新
年
研
修
会

(
子
)
璽
・
絵
画
ち
ぎ
う
絵
奮
展

(
子
)
顎
部
お
別
れ
会

3
月
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
ワ
大
会

美
化
運
動

(
子
〕
子
ど
も
夢
パ
ー
ク

(
婦
)
・
婦
人
部

(
子
)
・
子
ど
も
会

(
す
)
・
す
み
れ
会

※
毎
月
第
1
木
確
日
役
員
会

※
(
す
)
毎
月
第
2
木
曜
日
例
会
・
誕
生
会

長
く
居
住
す
る
こ
と
に
至
り
ま

し
たそ

れ
は
立
ち
返
る
べ
き
新
た

ふ
る
さ
と

な
心
の
「
故
郷
」
の
誕
生
で
す

よ

こ
の
地
が
拠
っ
て
立
つ
私
の
生

涯
の
原
点
で
す
。
小
田
中
に
脈

打
つ
豊
か
な
文
化
を
育
み
、

と
連
帯
を
深
め
る
べ
く
、
諸
先

輩
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
希
望
の

第
歩
を
踏
み
出
し
ま
す
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平成25年7月1日

グランドゴルフ

「わたしもできるよ1」。とても良い環境の
なか、子どもたちも大いに盛り上がりました。

(3月3日学校

会報こだなか

マイタウン1、イライk
子とも会・運動会

年末夜讐

「火のよ~じん"カチ・カチ"」^打ちならす拍子木の音。
師走になると聞こえてくる夜の防犯パトロール。安心して夜が更

(12月27日~30日)けます。

第29号(3)

J奮

.

例年よりひと足早い梅雨入りのなか、たくさん

の子どもたちが元気いっばいの笑顔と力を出しあ
い、明るく活気づきました。(6月2日学校)

9角わ'ヲ'.'9"髄部如

官
,

f、

普通でみ

プラスチック製容器包装

資源物

普通こみ

ミックスペーバー

小物金属

粗大こみ

美化運動

毎週月曜日÷週2に変更

毎週火曜日

毎週水曜日※曜日変更

毎週木曜日÷週2に変更

毎週金曜日※曜日変更

毎月第2火曜日・第4火曜日

毎月第2火曜日・第4火曜日

※土・日曜日は収集なし

日曜日のちょっと早い朝、ほんの少しの思いやりと協力で快適
にさわやかな香りのする街になりました。

(6月9日)

す

ゴミ収集体制の変更について説明する

(3月31日町会会館)市職員

ゴ
ミ
収
集
が
変
わ
り
ま
す

川
崎
市
の
廃
棄
物
行
政
は
「
減
量
化
・
資
源
化
の

促
進
」
「
環
境
負
荷
の
低
減
」
な
ど
を
目
標
に
、
『
血
白

通
こ
み
収
集
を
週
2
回
』
へ
変
更
し
ま
す

特
に
夏
場
の
ご
み
集
積

場
に
つ
い
て
は
、
町
民

人
人
の
モ
ラ
ル
が
問
わ

れ
ま
す
皆
さ
ま
で
ル
ー

ル
を
守
り
、
清
潔
で
き
れ

い
な
秩
序
あ
る
町
に
し
て

い
き
ま
し
ょ
う

皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま



す
み
れ
会

本
年
度
も
、
月
例
の

例
会
・
誕
生
会
を
は
じ

め
歩
く
会
、
友
愛
訪
問

な
ど
区
老
連
の
諸
行
事

に
も
積
極
的
に
参
加
し
、

健
康
第
一
に
親
睦
を
深

め
て
ま
い
り
ま
す
。

5
月
N
日
の
区
老
連

演
芸
大
会
(
写
真
)
で
峡
男

会
長
黒
沼
久
子

女
混
成
で
「
北
国
の
春
」
を
合

唱
。
事
前
に
、
佐
藤
繁
納
さ
ん

が
、

歌
詞
を
色
(
男
性
1
青
、

女
性
・
赤
、
全
員
・
黒
)
に
色

分
け
し
て
く
だ
さ
つ
た
お
陰
で
、

と
て
も

.

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
●
●
●
曇
●
暑
■
■
■
■
■
■
●
■
■
粥
■
■

会

裁
野
篭
、
拠

会
計

こ
ど
も
会

布
施
年
一
さ
ん

し
た

会
長
渡
辺
信
夫

氏
と
顔
が
そ
っ
く
り

工
業
学
校
を
経
て
、
大
手
電
機
の
経
験
を
生
か
し
、
特
別
会
寸
.

編
集
後
記

「
兄
と
、
よ
く
間
違
え
ら
れ
メ
ー
カ
ー
に
入
社
 
4
年
後
の
経
理
を
担
当

る
ん
で
す
よ
。
全
く
見
知
ら
ぬ
郵
便
局
に
転
職
。
中
原
郵
便
局
一
方
、
毎
年
、
区
老
連
演
芸
.
★
新
会
長
と
と
も
に
新
た
な
地

人
か
ら
;
先
日
は
大
変
に
お
を
皮
切
り
に
、
磯
子
・
茅
ケ
崎
・
大
会
の
司
会
役
や
「
川
崎
市
老
酬
域
づ
く
り
を
開
始
不
透
明
な

.

世
話
に
な
り
ま
し
た
"
な
ん
て
横
浜
中
央
・
千
葉
西
・
高
津
・
連
ダ
ン
ス
ま
つ
り
し
の
実
行
委
"
社
会
だ
か
ら
こ
そ
、
連
帯
と
和

(
笑
)
」
。
ユ
ー
モ
リ
ス
ト
で
も
厚
木
・
港
北
郵
便
局
を
転
々
。
員
長
を
務
め
る
な
ど
、
老
人
会
.
で
、
安
心
・
安
全
の
街
へ

あ
り
、
柔
和
な
笑
顔
で
笑
わ
せ
こ
の
間
、
郵
政
大
学
を
経
て
、
の
重
鎮
と
し
て
も
活
躍
中
本
.
★
人
の
た
め
に
生
き
る
こ
と
は

味
も
、

沈
着
冷
静
な
「
老
人
会
の
黄
金
柱
」
間
老
人
会
、
織
.
一
ι
つ
な
が
t
布
如
年

社
交
ダ
ン
ス
・
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
副
課
長
・
課
長
の
要
職
に

松
寿
会
会
長
を
務
め
て
き
た
.
氏
に
人
生
の
極
意
を
学
ぶ

定
年
後
ま
も
な
く
、
当
町
会
お
年
寄
り
仲
問
に
、
心
身
共
.
★
9
月
よ
り
ゴ
ミ
の
収
集
が
大

ス
・
新
洋
舞
等
々
多
彩

昭
和
6
年
、
 
7
人
兄
弟
の

の
盆
踊
り
祭
礼
委
員
を
引
き
受
に
健
康
で
充
実
し
た
黄
金
の
余
卵
き
く
変
更
人
人
の
モ
ラ

.

男
と
し
て
、
下
小
田
中
の
農
家
け
た
。
「
少
し
で
も
地
域
の
皆
生
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
」

.
ル
と
信
頼
の
輪
で
き
れ
い
な
小

で
生
ま
れ
育
つ

さ
ん
の
お
役
に
立
て
れ
ぱ
、
と
こ
の
こ
と
が
、
何
よ
り
の
喜
び
.
田
中
に
。
そ
こ
に
地
域
の
真
価

昭
和
鈴
年
、
法
政
大
学
付
属
思
い
ま
し
て
」
。
現
在
は
兀
職
で
あ
り
願
い
で
も
あ
る
の
だ
。
.
が
問
わ
れ
る
こ
と
を
忘
れ
ま
い

本
年
度
も
、
早
朝
ラ

ジ
オ
体
操
友
遊
ラ

リ
ー
、
餅
つ
き
大
会
等

へ
の
参
加
・
ち
ぎ
り
絵

作
品
点
へ
の
出
品
等
を

通
じ
て
、
子
ど
も
達
が
協
調
性

創
造
性
文
化
的
情
操
を
養
い
、

豊
か
な
心
を
育
む
よ
う
、
役
員

同
、
し
つ
か
り
応
援
し
て
参

り
ま
す方

、
野
球
部
も
練
習
を
通

じ
て
礼
儀
を
学
ぴ
学
年
を
超
え

た
友
達
の
輪
を
広
げ
、
心
も
体

も
大
き
く
成
長
し
て
ほ
し
い
、

と
願
っ
て
い
ま
す

沈
着
冷
静
な
人
柄
見
、

酒
豪
の
よ
う
な
印
象
を
受
け
る

゛
、
、か

、
あ
ま
り
呑
ま
な
い
兀
中

原
区
町
連
会
長
の
長
兄
・
一
昌
作

し
た

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
騨
■
●
■
■
●
●
■
■
●
■
●
■
●
●

て-
Lクt/夢もど子
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.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

施
さ
れ
た
川
崎
市
子
ど

も
会
連
盟
主
催
の
第
妬

回
作
品
展
で
、
多
く
の

応
募
の
中
、
鉄
村
挙
太

君
(
当
時
小
学
5
年
生
)

、

が

見
事
に
入
選
し
ま

し
た
こ
れ
か
ら
も
精

進
し
良
い
作
品
を
期
待
し
ま
す

.

年
か
ス
タ
ー
ト
し
ま

総
会
も
終
わ
り
、
新
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れにいでい
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豊かな心を育む配慮を

壱印忽

第46回作品展に入選

強
、
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本
年
3

月
3

日
に

実
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